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研究成果の概要（和文）： 

離床に焦点をあてた動作評価システムにおけるピックアップツール開発の可能性について検討

することを目的に本研究を行った．すなわち，電導ゴムの歪み速度別特性を定量し，離床動作

に伴う手術創における物理的負担度を求め，人を対象にした臨床試験を行った．その結果は良

好で,体位の変換に伴う動作をリアルタイムで評価することが可能であった.その成果を元に,

実際の患者にピックアップを装着し臨床応用可能なデータの獲得ができた. 

 
研究成果の概要（英文）： 
We examined the possibility on development of pick up equipment of evaluating system that 
focused the movement of rising.  Characteristics of conductive elastic rubber in several 
extension velocity were measured, physical loads on the posture of surgical wound were 
determined, and clinical investigations were performed in present project.  Measured 
perceptions were useable, we were able to determine the movement and load in clinical 
changing of body position on a real time basis.  We conclude that our results are useful 
for clinical use with the pick up equipment.   
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１．研究開始当初の背景 

手術を受けた患者の早期離床は，回復促進に

よる社会生活復帰の促進および術後合併症

予防の観点からきわめて重要である．そのた

め，患者にとって安楽で効率のよい離床方法

を提案することは，周手術期看護において重
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要な看護ケアのひとつとして位置づけられ

ている．本研究は，患者にとって負担の少な

い離床動作を看護者が提案する上で，明確な

科学的根拠の提供を試みるものである． 

 手術期前後の臨床においては，術前のオリ

エンテーションでは離床の方法を示すのみ

である場合が多いことが報告されている．そ

のため，術後の患者は，手術による筋障害，

筋力・体力の低下や創部痛による影響で，離

床動作に困難を感じており，術前にトレーニ

ングした方法では容易に離床できない場合

が多々あることが知られている．看護職者養

成課程における教科書等の離床動作や離床

介助に関する記述は，起立性低血圧の予防，

安全確保のためのドレーンや点滴ラインな

どへの配慮，離床前の鎮痛薬による除痛，術

前における離床の説明などについてであり，

手術部位や手術方法により切開創や障害筋

が異なるといった視点から離床動作や離床

介助の違いを解説するような具体的な記述

は見られない．臨床における術後の患者は，

手術部位や手術方法によって切開創や障害

筋が異なるだけでなく患者の体力特性など

の違いもあるため，患者個人に応じた安楽な

離床動作を見つけるために辛い状況の中で

試行錯誤しながらさまざまな工夫をしてい

る現状がある． 

 われわれは，そのような状況を打開するた

めの情報提供を目的として，代表的な離床動

作における使用筋群の同定や創部における

物理的負担の様式に関する創部別の検討を

行ってきた．そこでは，離床時に使用される

特定の筋群の負担軽減には使用筋群を分散

させるような離床動作の有用性や，柵や紐，

脚部などの使い方を考慮することが重要で

あることや，創部における物理的張力が増大

する離床動作に患者が不快感を示す可能性

があることなどが示唆された．特に，手術創

を想定した部位に電導ゴムを縦横に装着し，

その歪みにより電位変動から創部の負担の

程度について検討した結果からは，離床動作

における使用筋群と創部の歪みとの関係性

から，安楽な動作の提案が可能であるという

興味ある知見が得られた．しかし，そこでは

創部における歪みに伴う具体的な張力や歪

みの大きさまでは評価できなかった．その原

因は，そこで使用した電導ゴムから導出され

る電位は歪みが消失した後でもある一定の

速度式に従って基線に戻る性質を持ってい

るためであった．その性質は伸展性を備える

多くの電導材料に共通するものであり，例え

ば金属製のバネは歪みをリアルタイムに電

位に変換することが可能であるものの装着

性が低く高価である．そのようなことから，

われわれの過去の検討は，想定創部の歪み特

性から手術創部における負担の程度を定性

的に評価することにより応用可能な示唆を

得ることはできたが，定量的に検討すること

はできなかった． 

 

２．研究の目的 

 離床動作に伴う手術創における物理的負

担度を定量的に評価し，それが臨床適応でき

るようなシステムを開発することを目的に

本研究を行った．その示唆は，周手術期にお

ける患者にとって安楽で効率のいい離床動

作の策定に有効な根拠を与えることが期待

できる． 

 

３．研究の方法 

(1) 電導ゴムの歪み特性の定量 

1．市販の電導ゴム（呼吸ピックアップ，

TR751T，日本光電）をクリープメーター（テ

ンシロン万能試験機，STA-1150，エーアンド

ディ）のロードセル（50N，US-50N）に治具

を介して固定した． 



2．先行研究（花村ら 2004）により求められ

た離床動作における創部の動きのうち，低速

域（5~20cm／sec），中速域（40~60 cm／sec），

および高速域（80~120 cm／sec）の 3 速度

による引張／弛緩を加え，それにより得られ

た結果から応力－伸び比曲線を求めた． 

その際 

・応力（σ）は引張荷重（クリープメータか

ら受ける外力 P）に抵抗する長手方向の断面

積（A）あたりの内力として定義し，σ＝P／

A により求めた． 

・伸び比（ε）は電導ゴムの初期長（L）に

対する歪み（λ）の比（ヤング率）として定

義し，ε＝λ／Pにより求めた． 

3．各速度により導出される電位変動を生体

アンプで増幅し，モニターおよびサーマルア

レイレコーダーに出力するとともにデジタ

ルデータレコーダーに記録した． 

(2) 代表的な 3種の離床動作，すまわち「ま

っすぐ起きる」「柵を使って起きる」「紐を使

って起きる」動作中における創部の 2方向の

変動を，開発したツールを用いて測定し，そ

の有効性を検討した． 

・離床動作は仰臥位から端座位までを観察し，

それぞれの動作は以下のように定義した． 

1．「まっすぐ起きる」…膝を立てて上を向い

たまままっすぐ上体を起こし，端座位になる． 

2．「柵を使って起きる」…右手で左側のベッ

ド柵をつかみ，左肘でベッドを押しながら上

体を起こし，端座位になる． 

3．「紐を使って起きる」…右手で紐を持ち，

左手でベッドをつかみ上体を起こして端座

位になる． 

・男子看護大学生 10 人を対象に，3種の離床

動作中の想定創部における張力変動特性を

検討した． 

（腹部正中創） 

1．縦方向の張力変動特性を求めるために，

初期長 9cm の電導ゴムを 12cm に伸張させて，

その下端を臍上 5cm の腹部正中線上に設置し，

策定した方法により固定した． 

2．横方向の張力変動特性評価のためには 1）

で設置した電導ゴムの中心点にもう一本の

電導ゴムの中心点を直角に重ね合わせて，同

様の方法で設置した． 

3．被験者には 3 種の離床動作について詳細

な示範と説明を与え，数回の練習を行わせる

ことによりそれぞれの動作に馴化した後に

測定を行った． 

4．各被験者にはひとつの動作につき 5 回試

行させ，ひとりあたり 15 回分のデータを分

析に用いた． 

 (3) 3種の離床動作を臨床現場において実際

に行った患者および看護者を対象に，質問紙

への回答を求め，現実的な利便性について検

討した． 

1．周手術期にある患者を対象に，創部の主

観的負担度，痛み，離床しやすさについて行

った離床動作および方法と関連させて検討

した． 

2．上記 1 の患者を担当した臨床の看護師を

対象に，患者の客観的評価，離床指導上の問

題点について情報を得て検討した． 

 

４．研究成果 

(1) 離床に焦点をあてた動作評価システム

におけるピックアップツール開発の可能性

について検討することを目的に，電導ゴムの

歪み速度別による特性の定量を行った． 

 測定した 3速度域における応力と伸び比に

は線形の関係が得られたものの，引っ張りと

弛緩により導出される電位変動は荷重後の

時間の経過とともに減弱していくことが明

らかになった． 

(2)  まず，電導ゴムの引っ張り試験による

低速域（5~20cm／sec），中速域（40~60 cm



／sec），および高速域（80~120 cm／sec）

の 3 速度における電位変動特性を元に，腹部

正中創を想定した部位の皮膚への装着方法

の策定を行った．すなわち，マイナス負荷の

測定も行えるように電導ゴムはあらかじめ

適度に伸張して測定する必要があったが，最

も当てはまりがよかったのは 120mm であった．

また，電導ゴムの装着位置は，その下端を臍

上 5cm の腹部正中線上に設置することが実際

の手術創の性状を最もよく反映することが

わかった．また，伸縮性の高いテープ

（TJ0817：ジョンソンエンドジョンソン）を

用いて電導ゴムを覆うことにより，皮膚への

密着性が高真里，その結果データの再現性と

精度の向上がもたらされた．さらに，その縦

張力測定用の電導ゴムの中心点にもう 1本の

電導ゴムの中心点を直角に重ね合わせ，同様

の方法により設置したものを横張力に用い

ることにより，二次元のデータ収集が可能に

なる測定方法を確立した．実際に被検者に装

着した電導ゴムの反応性は良好で，体位の変

換に伴う動作をリアルタイムで評価するこ

とが容易にできるようになった． 

(3)実際の軽手術患者 3 名を対象に，開発し

たピックアップツールの臨床試験を行った

ところ，質的なデータとして「実際の動作が

数値に表れるので理解しやすい」「工夫した

ことがダイレクトに測定結果に反映される

ので，やりがいがある」との肯定的意見が多

かった一方で，「数値で評価されるのは，冷

たい感じがする」といった否定的意見も散見

された．また．使用した看護職者からは「指

導内容が客観的に評価できるので便利」など

の肯定的意見が得られた．但し，被験者が 3

人であったため，データのばらつきは大きく，

定量的検討には至らなかった．今後は，デー

タの精度を向上させるとともに，起床動作と

本システムのデータとの関連性を明確にす

ることにより，臨床業務により有用な情報提

供が可能になると考えられる． 
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